
２
０
１
４
春
闘
報
告

（裏面に続く）

第
５
回

団
体
交
渉

２
０
１
４
年
４
月
２
２
日
（
木
）
１
１
時
よ
り
１

０
１
号
室
に
お
い
て
第
５
回
団
体
交
渉
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
経
営
側
か
ら
は
、
林
専
務
、
山
岡
執
行
役

員
、
仲
取
締
役
部
長
、
伊
藤
部
長
、
深
沢
次
長
が
出

席
し
、
組
合
側
か
ら
は
菊
池
執
行
委
員
長
を
は
じ

め
、
７
名
全
員
が
出
席
致
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
経
営
側
よ
り
『
２
０
１
４
年
春
闘
要
求
』

に
つ
い
て
の
回
答
書
が
提
出
さ
れ
、
伊
藤
部
長
が
回

答
書
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

１
、
２
０
１
４
年
賃
金
要
求
に
つ
い
て

①
月
例
賃
金
の
要
求
に
つ
い
て
は
、
「
足
切
り
」

を
越
え
た
『
頑
張
っ
た
者
が
報
わ
れ
る
』
と
い
う
賃

金
改
定
の
基
本
主
旨
か
ら
外
れ
、
残
業
時
の
越
高
を

減
額
＝
救
済

す
る
こ
と
は
基
本
給
の
見
直
し
を
伴

う
抜
本
的
な
賃
金
改
定
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
昨
秋

の
賃
金
改
定
か
ら
日
が
浅
く
、
時
期
尚
早
と
考
え
ま

す
。②

賞
与
部
門
の
要
求
に
つ
い
て
は
、
改
定
後
ま
だ

一
度
し
か
賞
与
は
支
給
さ
れ
て
お
ら
ず
、
少
な
く
と

も
１
年
を
通
じ
た
数
字
を
把
握
し
た
上
で
初
め
て
、

検
討
す
る
課
題
か
否
か
が
判
明
し
ま
す
。
こ
れ
も
時

期
尚
早
と
考
え
ま
す
。

２
、
労
働
補
償
の
要
求
に
つ
い
て

①
羽
田
定
額
運
賃
は
認
可
さ
れ
た
エ
リ
ア
別
メ
ー

タ
ー
運
賃
で
あ
り
、
給
料
計
算
の
基
と
な
り
ま
す
。

利
用
客
拡
大
を
狙
う
活
性
化
の
主
旨
で
導
入
さ
れ
た

定
額
運
賃
は
、
最
初
か
ら
労
使
で
差
額
分
を
負
担
し

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
定
額
料
金
に
つ
い
て
は
４
月

１
８
日
運
行
分
か
ら
見
直
さ
れ
、
労
働
に
見
合
う
額

に
修
正
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
現
行
通
り
で
お
願
い
し

ま
す
。

②
「
Ａ
空
転
」
の
補
償
は
営
収
に
入
れ
て
計
算
し

て
参
り
ま
す
。

３
、
高
速
道
路
帰
路
料
金
の
会
社
負
担
の
要
求
に

つ
い
て

①
首
都
高
速
の
帰
路
会
社
負
担
は
距
離
別
料
金
導

入
の
際
に
検
討
済
み
で
、
営
業
圏
内
ま
で
負
担
し
て

い
ま
す
。
更
に
、
今
春
の
消
費
増
税
分
も
会
社
が
負

担
し
て
お
り
ま
す
。
現
行
通
り
で
お
願
い
し
ま

す
。②

外
郭
環
状
線
の
帰
路
会
社
負
担
は
、
必
要
箇

所
に
つ
い
て
既
に
会
社
負
担
と
な
っ
て
お
り
、
同

じ
く
今
春
の
消
費
増
税
分
を
会
社
が
負
担
し
て
お

り
ま
す
。
現
行
通
り
で
お
願
い
し
ま
す
。

③
圏
央
道
の
帰
路
負
担
に
つ
い
て
は
、
現
状
困

難
で
あ
り
ま
す
。

４
、
「
一
律
３
割
の
減
車
」
要
求
に
つ
い
て

準
特
定
地
域
に
指
定
さ
れ
、
地
域
協
議
会
の
動

向
を
み
て
い
る
状
態
で
す
。
率
先
し
て
減
車
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
乗
務
で
き
な
い
人
も
出
る
こ
と

に
も
繋
が
り
ま
す
。
慎
重
に
対
応
し
ま
す
。

５
、
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
４
輪
装
着
の
要
求

に
つ
い
て

昨
年
冬
か
ら
全
車
に
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
を
装
着

し
降
雪
時
も
安
全
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
そ
の
効
果
は
、
１
シ
ー
ズ
ン
で
は
判
明
せ

ず
、
耐
久
性
と
費
用
対
効
果
に
つ
い
て
は
検
証
中

で
す
。
可
燃
物
と
し
て
消
防
法
の
規
制
が
あ
り
、

現
状
で
は
設
置
場
所
の
確
保
が
困
難
で
す
が
、
会

社
と
し
て
も
引
き
続
き
安
全
対
策
を
検
討
中
で

す
。以

上
の
回
答
が
伊
藤
部
長
よ
り
読
み
上
げ
ら
れ
ま

し
た
が
、
昨
年
度
、
賃
金
改
定
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

現
時
点
で
は
、
こ
れ
以
上
の
原
資
が
出
せ
な
い
と
い
う

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

再
度
、
組
合
よ
り
交
渉
を
行
っ
た
結
果
、
林
専
務
が

社
長
と
相
談
し
、
以
下
の
回
答
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

６
、
本
年
度
に
確
保
さ
れ
た
利
益
に
対
す
る
最
大

限
の
回
答
と
し
て
、
次
の
通
り
４
，
６
８
０
，
０
０

０
円
を
解
決
一
時
金
と
し
て
東
洋
労
組
に
支
払
う
。

ま
た
、
乗
務
員
資
格
取
得
支
援
対
策
と
し
て
、
新

た
に
東
京
タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
外
国
人
旅

客
接
客
接
遇
研
修
」
を
加
え
、
そ
の
費
用
を
全
額
会

社
負
担
と
し
ま
す
。


